
アドミッション・ポリシー

数学専攻 物理学専攻 化学専攻 地球科学専攻 生物圏環境科学専攻

【学修内容】
　数学研究の基盤とな
る代数学，幾何学，解
析学に関する知識の
修得，諸分野における
数学の応用研究に関
する知識の修得，専門
分野以外の科目に関
する知識の修得及び
英語力の向上により，
理学研究の基盤となる
豊かな学識や俯瞰的，
大局的視野を身に付
ける。

　【学修内容】
　理学の幅広い基盤
的能力を身に付けるた
め，物理学の諸分野
や学際分野の授業科
目・実習を選択し学修
する。また，国際的な
情報の理解と発信の
基礎となる英語力を身
に付けるため，必修科
目のゼミナールを学修
する。海外英語研修の
機会も用意されてい
る。

　【学修内容】
　化学の諸分野におけ
る最先端研究の基礎
となる事項を理論実験
両面から学修すること
を通じて、豊富な学識
を身につける。ゼミ
ナールを中心に、原著
論文を読むとともに、
研究成果を発信するた
めの英語力を養う。

　【学修内容】
　地球科学は総合的で
社会との繋がりも深い
学問分野であるため，
専門性を深め，俯瞰
的・大局的視野を身に
付けるために，理学の
幅広い基盤的分野の
学修が必要となる。ま
た，国際的な情報の理
解と発信の基礎となる
英語力も欠かせない。

　【学修内容】
　化学，生物学，地球
科学を基礎とした環境
科学に重点を置きつ
つ，他の学問分野の
学修を通して，理学の
研究や普及で基盤とな
る豊かな学識や，俯瞰
的，大局的視野を身に
付ける。また，ゼミナー
ルを中心に英語の読
解力と表現力を身に付
ける。

【学修方法】
　数学コア，代数学特
論，幾何学特論，解析
学特論，応用数理特
論，科学普及活動実
習および他専攻の授
業科目を学修する。ゼ
ミナールでの英語文献
の輪読により英語力を
向上させる。

【学修方法】
　自専攻の科目，他の
研究科・教育部・専攻
の科目，ファーマメディ
カルエンジニア養成プ
ログラム（PME）科目，
科学普及活動実習，
理学人材キャリア形成
を通して行われる。ま
た，ゼミナール，海外
英語研修，外国人研
究者との交流を通じて
英語力を育成する。

【学修方法】
　講義と実習により行
う。講義には、自専攻
の開講科目以外にも、
他専攻・他教育部の科
目や、ファーマメディカ
ルエンジニア養成プロ
グラム（PME）科目が
含まれる。

【学修方法】
　理学の幅広い基盤
的分野は，地球科学
専攻の選択科目や必
修科目ゼミナールおよ
び特別研究の中で学
修する。また，他の研
究科・教育部・専攻の
科目を定められた単位
数の範囲内で選択・学
修する。英語力は，ゼ
ミナール，海外英語研
修，学会での外国人研
究者との交流を通じて
育成する。

　【学修方法】
　自専攻の科目，他の
研究科・教育部・専攻
の科目，ファーマメディ
カルエンジニア養成プ
ログラム（PME）科目，
科学普及活動実習，
理学人材キャリア形成
を通して豊かな学識を
身に付ける。また，ゼミ
ナールでの英語論文
の輪読，英語での講
義，外国人の研究者と
の交流，海外英語研
修で英語力を育成す
る。

【学修内容】
　専門分野における最
先端の成果を理解し，
研究手法を発展させる
力を養うことにより独
自の研究計画を推進
させる能力を身に付け
る。これにより，高度の
専門性を要する職業
（研究者，技術者）に必
要な能力を身に付ける
とともに，中学校・高等
学校の数学教員の専
修免許状取得が可能
になる。

　【学修内容】
　物理学分野における
専門的学識・能力を身
につけるため，専門分
野の授業科目から選
択し学修する。また必
修科目のゼミナールお
よび特別研究を学修
する。定められた単位
数を学修することで，
中学校・高等学校の理
科教員の専修免許状
取得も可能である。

　【学修内容】
　ゼミナールや化学特
別研究を含む授業等
で学術論文を読み、最
先端の世界水準の研
究を学ぶことを通じ
て、高度に専門的な能
力を身につける。定め
られた単位数を学修す
ることで，中学校・高等
学校の理科教員の専
修免許状取得も可能
である。

　【学修内容】
　地球科学分野におけ
る，先行研究の成果と
手法を理解する能力，
およびそれを踏まえて
課題を発見し，それを
独自の研究計画により
解決する能力を身につ
ける。これにより，研究
者，技術者，中学校・
高等学校の理科教員
（専修免許状）など高
度の専門性を要する
職業に必要な能力を
身につける。

　【学修内容】
　化学，生物学，地球
科学を基礎とした環境
科学に関する学際的
な知識と思考力を身に
付けるため，ゼミナー
ル，生物圏環境科学
特別研究を必修科目
として学修する。さら
に，環境化学特論，環
境生物学特論，生物
圏環境科学特別実験
を中心に他の選択科
目を学修する。これら
を通じて，研究を計画
して推進する高度な能
力を身に付ける。ま
た，中学校・高等学校
の理科教員の専修免
許状取得も可能であ
る

【学修方法】
　代数学特論，幾何学
特論，解析学特論，応
用数理特論，ゼミナー
ル及び特別研究を学
修する。

　【学修方法】
　講義，実習，ゼミナー
ル，特別研究により行
われる。

【学修方法】
　学術論文や成書の
講読や学会等への参
加を通じ、先端研究を
学び取る能力を養うと
ともに、それを自身の
研究へとフィードバック
することを訓練する。

　【学修方法】
　地球科学専攻におけ
る専門分野の選択科
目（講義・巡検）と，必
修科目のゼミナールお
よび特別研究とを学修
し，修士論文を執筆す
ることで，高度の専門
性を要する職業に必
要な能力を身につけ
る。また，定められた
単位数を学修すること
で，中学校・高等学校
の理科教員の専修免
許状取得も可能であ
る。

　【学修方法】
　化学，生物学，地球
科学分野の必修及び
選択科目を学修すると
ともに，これらを通して
学んだ内容を実験・調
査を通して体験するこ
とにより，理解度を向
上させる。

大学院の目的　（大学院学則　第２条）

　本学大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究めて，文化の進展に寄与することを目的とする。

研究科・教育部（専攻）の教育研究上の目的 （大学院理工学教育部規則から抜粋）

　理工学教育部修士課程（理学領域）においては，理学部の学科構成に対応した数学，物理学，化学，生物学，地
球科学，生物圏環境科学の分野における専門的知識と課題研究・課題解決能力を有する高度専門職業人となる
人材の育成を目的とする。

　【学修成果の評価方法】 各分野の教員により，試験，レポート，発表により評価する。

　【学修成果の評価方法】 各分野の教員により，試験，レポート，発表により評価する。

【求める資質・能力】

基盤的能力

　【学修成果】
　理学研究やその普及・解
説の基盤となる豊かな学識
や，様々な課題の発見や
解決に必要となる，学問分
野を問わない俯瞰的，大局
的視野を身に付けている。
原著論文を理解するため
の基礎となる英語力を身に
付けている。

　【到達指標】
　理学研究・普及の基盤と
なる豊かな学識，課題の発
見や解決に必要となる，俯
瞰的，大局的視野。原著論
文の理解，および研究発信
のための英語力

専門的学識

　【学修成果】
　専攻分野における世界水
準の理学研究の成果と手
法を理解する能力，先行研
究を踏まえて独自の研究を
計画し推進する能力，及び
それらの基礎の上に築か
れた，高度の専門性を要す
る職業に必要な高度の能
力を身に付けている。

　【到達指標】
　研究総説・原著論文の理
解力，先行研究を踏まえた
独自の研究計画能力およ
び推進能力，その応用とな
る，高度の専門性を要する
職業（研究者，技術者，数
学または理科の教員等）に
必要な高度の能力

　【求める資質・能力】
　大学卒業相当の基礎学力を持ち，理学の
みならず他の学問分野に関する広い知識を
修得しようとする意欲が有る。

　【求める資質・能力】
　専攻する学問分野について，基礎学力を
有し，豊かな専門的学識や高度な研究能力
を身に着けることで，高度専門職業人として
貢献する意欲が有る。

　【学修内容】
　理学研究の基盤とな
る豊かな学識や，俯瞰
的，大局的視野を身に
付けるため，生物学専
攻における，専門分野
以外の学問分野の科
目を学修する。原著論
文を理解し，また研究
成果を発信するための
基礎となる英語力を身
に付ける。

【学修方法】
　講義と実習により行
う。専門分野以外の授
業科目として，他の研
究科・教育部・専攻の
科目，ファーマメディカ
ルエンジニア養成プロ
グラム（PME）科目，科
学普及活動実習等が
あり，定められた単位
数の範囲内で選択し学
修する。英語力を身に
付けるために，必修科
目のゼミナールを学修
する。また海外英語研
修の機会も用意されて
いる。

　【学修方法】
　講義と実習により行
う。生物学専攻におけ
る専門分野の授業科目
の中から，定められた
単位数の範囲内で選
択し学修する。また必
修科目のゼミナールお
よび特別研究を学修
し，修士論文を執筆す
る。選択科目として，理
学人材キャリア形成を
学修する。

　【学修内容】
　生物学分野におけ
る，世界水準の研究の
成果と手法を理解する
能力，および先行研究
を踏まえて独自の研究
を計画し，推進する能
力を身につける。これ
により，高度の専門性
を要する職業（研究者，
技術者）に必要な，高
度の能力を身につけ
る。また，中学校・高等
学校の理科教員の専
修免許状取得も可能に
なる。

【学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法】
【学修成果の到達指標】

　理工学教育部修士課程（理学領域）の三つのポリシー  【　修士（理学）　】

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー

　【入学者受入れの方針】
　理工学教育部修士課程（理学領域）では，
優れた基礎科学の素養があり，粘り強く研
究に取り組み，将来，専門知識と技術を生
かして社会で活躍できる人材の育成を目指
している。そして，次のような学生を求める。
・理学を学ぶ上で必要な基礎知識，論理的
思考力，語学能力，表現力のある人。
・専攻する学問分野について，基礎学力を
有し，研究に意欲のある人。
・未知の問題や最先端の問題に挑戦しよう
という旺盛な探究心のある人。
・理学に興味を持ち，地域社会や国際社会
で活躍したいという気概のある人。

　【入学者選抜の基本方針（入試種別とその
評価方法）】

一般入試
　筆記試験・口述試験，外部英語試験，学
業成績証明書を総合して評価する。

自己推薦特別入試
　学業成績証明書，自己推薦書，面接等を
総合して評価する。

GPA特別入試
　学業成績証明書，外部英語試験，口述試
験を総合して評価する。

社会人特別入試と外国人留学生特別入試
　口述試験と学業成績等を総合して評価す
る。

　【教育課程編成方針】
　理工学教育部修士課程（理学領域）では，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教
育課程を編成する。

　【教育課程実施方針】
　２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を実施する。授業科目としては，必修科目の演習・特別研
究と，選択科目の講義・実験・実習により行う。その評価は，各能力における学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評
価基準に基づいて行う。

　【修了認定・学位授与の方針】
　理工学教育部修士課程（理学領域）では，
本学大学院の教育目的に基づき，各専攻に
おける所定の課程を修め，以下に示す学修
成果を上げた者に，修士（理学）の学位を授
与する。

生物学専攻



　【学修内容】
　実験・調査で得た
データの扱いに際して
法令を遵守することを
含め，研究倫理に関す
る規範意識を身に付け
るために，情報セキュ
リティおよび研究者倫
理に関する知識を身に
付ける。

　【学修内容】
　研究の遂行に際して
法令を遵守することを
含め，研究倫理に関す
る規範意識を身に付け
るため，情報セキュリ
ティ研修と研究者倫理
に関する講習会を受
講する。さらに安全教
育・廃液処理・寒剤利
用について研究上必
要な講習会を受講し学
修する。

　【学修内容】
　大学院主催の研究
者倫理に関する講習
会や安全講習会、情
報セキュリティ講習会
を受講することを通じ
て、法令の遵守をはじ
めとした正しい研究者
倫理を身につける。

　【学修内容】
　理学領域主催の研
究者倫理に関する講
習会，安全教育講習
会，情報セキュリティ
研修において，研究倫
理に関する規範意識
を身に付ける。

　【学修内容】
　実験・調査に際し，ま
たそれらで得られた
データの取り扱いに際
して，法令を遵守する
ことを含め，研究倫理
に関する規範意識を
身に付ける。

　【学修方法】
　情報セキュリティ研
修及び教育部理学領
域主催の研究者倫理
に関する講習会を受
講し学修する。

　【学修方法】
　講義およびe-ラーニ
ング教材により行われ
る。

【学修方法】
　講義およびe-ラーニ
ング教材により行われ
る。

　【学修方法】
　講習会およびe-ラー
ニング教材により，高
い研究倫理観を身に
付けた人材を育成す
る。

　【学修方法】
　講義およびe-ラーニ
ング教材により行われ
る。研究者倫理に関す
る講習会，安全教育講
習会，情報セキュリ
ティ研修等を受講し，
学修する。

【学修内容】
　専門分野における研
究活動及び諸分野に
おける数学の応用研
究に関する情報収集
活動を通して，社会が
直面する問題を発見し
解決するために必要な
専門的知識を修得す
る。

　【学修内容】
　理学に基づく創造
力・問題解決力を身に
付けるため，必修科目
の特別研究を学修し，
学会・研究会にも参加
し。修士論文を執筆す
る。

　【学修内容】
　先行研究への深い
理解に基づいて問題を
提起する能力、および
正しい研究手法を駆使
してその問題を解決
し、新たなる価値を生
み出す能力を身につ
ける。これには、単な
る情報発信だけでな
く、発表に付随する議
論・質疑応答する能力
の涵養も含まれる。

　【学修内容】
　修士論文の執筆とい
う経験を通じて，理学
に基づく創造力および
問題発見・解決能力を
身に付ける。

　【学修内容】
　特別研究，修士論文
の執筆，学会等への
参加を通じて，理学の
新たなる知を創造し，
その知から更なる価値
を生み出し，社会が直
面する課題を解決でき
る能力を身に付ける。

　【学修方法】
　代数学特論，幾何学
特論，解析学特論，応
用数理特論，特別研
究の学修，論文執筆
及び学会発表により行
う。

　【学修方法】
　研究の実施，論文執
筆，学会・研究会発表
により行う。

【学修方法】
　研究の実施、論文執
筆、学会発表により行
われる。これには、単
なる情報発信だけでな
く、発表に付随する議
論・質疑応答する能力
の涵養も含まれる。

　【学修方法】
　修士論文執筆のため
には，修士課程の修了
要件科目の学修，未
解決の問題の発見・解
決，学会等でのプレゼ
ンテーションおよび
様々な分野の研究者
との交流が必要とな
る。これらの経験を通
じて到達指標を達成す
る。

　【学修方法】
　研究の実施，論文執
筆，学会等への参加に
より，創造力に富む人
材を育成する。学会等
では，研究成果を分か
り易くプレゼンテーショ
ンし，様々な分野の研
究者と議論できる能力
を養う。

　【学修内容】
　実験・調査に際し，ま
たそれらで得たデータ
の扱いに際して，法令
を遵守することを含め，
研究倫理に関する規範
意識を身に付ける。

　【学修方法】
　安全教育講習会，情
報セキュリティ研修，さ
らに教育部理学領域主
催の研究者倫理に関
する講習会を受講し，
学修する。講義および
e-ラーニング教材によ
り行われる。

　【学修内容】
　自らが新たなる理学
の知を創造し，その知
から更なる価値を生み
出す能力，また社会が
直面する課題に，新た
な解決策を示すことが
できる能力を身に付け
る。

　【学修方法】
　必修科目の特別研究
を学修し，学会等にも
参加し。修士論文を執
筆することによって行
う。

　【学修成果の評価方法】 レポート，教材の修了により評価する。

　【学修成果の評価方法】 各分野の教員により，最終試験，発表により評価する。

　【求める資質・能力】
　社会の一員としての責任感や倫理観を
持って主体的に研究し，科学技術の健全な
発展に貢献しようという意識を持つ。

　【求める資質・能力】
　地域社会や国際社会に貢献するために，
未知の問題や最先端の問題に挑戦しようと
いう旺盛な研究意欲や，広い視野，柔軟な
思考力を有する。

　【学修成果】
　実験・調査に際し，またそ
れらで得たデータの扱いに
際して法令を遵守すること
を含め，研究倫理に関する
規範意識を身に付けてい
る。

　【到達指標】
　研究倫理に関する規範意
識

　【学修成果】
　広範な理学の知識と理学
研究の経験に基づき，論理
的思考力と総合力を発揮し
て問題提起し，自らが新た
なる理学の知を創造し，そ
の知から更なる価値を生み
出す能力を身に付け，社会
が直面する課題に新たな
解決策を示すことができ
る。

　【到達指標】
　新たなる理学の知を創造
し，更なる価値を生み出
し，社会が直面する課題の
解決策を提示する能力。そ
のために必要となる，研究
成果を発信（プレゼンテー
ション）し議論する力，論文
執筆能力

倫理観

創造力
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